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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 11月 8日 (2005.11.8)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
　 　 　 　 【 請 求 項 １ 】
　 外 輪 と 、 内 輪 ま た は 軸 体 と 、 こ れ ら 外 輪 と 内 輪 ま た は 軸 体 と に 転 接 自 在 に 設 け ら れ た 転
動 体 と 、 を 備 え た 転 が り 軸 受 を 、 前 記 外 輪 と 、 内 輪 ま た は 軸 体 と 、 の う ち 少 く と も 一 方 を
回 転 さ せ な が ら 、 転 が り 軸 受 の 異 常 を 診 断 す る 診 断 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 転 が り 軸 受 が 発 生 す る 音 を 収 集 す る デ ー タ 収 集 部 と 、
　 前 記 デ ー タ 収 集 部 が 収 集 し た 音 を デ ジ タ ル 変 換 す る 変 換 部 と 、 こ の 変 換 部 に よ っ て デ ジ
タ ル 変 換 さ れ た 音 情 報 を 記 録 す る 記 録 部 と 、 前 記 デ ジ タ ル 変 換 さ れ た 音 情 報 に 、 周 波 数 解
析 と エ ン ベ ロ ー プ 処 理 と 波 高 率 計 算 と を 施 し 、 こ れ ら の 処 理 の 結 果 に 基 い て 転 が り 軸 受 の
異 常 を 診 断 す る 異 常 診 断 部 と 、 を 備 え た 電 子 機 器 と 、
　 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 転 が り 軸 受 の 異 常 診 断 装 置 。
　 　 　 　
　
　

　 　 　 　
　

　
　

　 　 　 　
　

【 請 求 項 ２ 】
前 記 異 常 診 断 部 は 、 異 常 判 別 部 を 具 備 し 、
前 記 異 常 判 別 部 は 、 前 記 音 情 報 を 周 波 数 解 析 し た 結 果 と 転 が り 軸 受 の 異 常 の 原 因 別 に よ

る 特 性 周 波 数 と を 照 合 し た 結 果 と 、 前 記 音 情 報 を エ ン ベ ロ ー プ 処 理 し た 後 周 波 数 解 析 し た
結 果 と 前 記 特 性 周 波 数 と を 照 合 し た 結 果 と 、 波 高 率 計 算 ま た は ク ル ト シ ス 計 算 の 結 果 と に
基 い て 、 転 が り 軸 受 の 異 常 の 原 因 を 特 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 転 が り 軸
受 の 異 常 診 断 装 置 。

【 請 求 項 ３ 】
前 記 変 換 部 は 、 前 記 デ ー タ 収 集 部 が 収 集 し た 音 を 時 間 の 経 過 に 対 す る 強 度 の 変 化 を 示 す

音 情 報 に デ ジ タ ル 変 換 し 、
前 記 異 常 診 断 部 は 、 フ ィ ル タ 処 理 部 を 具 備 し 、
前 記 フ ィ ル タ 処 理 部 は 、 前 記 異 常 判 別 部 が 転 が り 軸 受 の 異 常 の 原 因 を 特 定 す る 前 に 、 前

記 音 情 報 を 周 波 数 解 析 し て 、 前 記 音 情 報 を 周 波 数 の 変 化 に 対 す る 強 度 の 変 化 を 示 す 音 情 報
に 変 換 し 、 こ の 周 波 数 解 析 の 結 果 に 基 い て 比 較 的 強 度 の 強 い 周 波 数 帯 域 の 音 情 報 を 通 過 さ
せ る フ ィ ル タ 処 理 を 施 し 、 こ の フ ィ ル タ 処 理 後 の 音 情 報 を 時 間 の 経 過 に 対 す る 強 度 の 変 化
を 示 す 音 情 報 に 再 現 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 転 が り 軸 受 の 異 常 診 断 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】
前 記 電 子 機 器 は 、 ア ナ ロ グ 変 換 出 力 部 を 具 備 し 、



　

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 異 常 判 別 部
は 、 前 記 音 情 報 を 周 波 数 解 析 し た 結 果 と 転 が り 軸 受 の 異 常 の 原 因 別 に よ る 特 性 周 波 数 と を
照 合 し た 結 果 と 、 前 記 音 情 報 を エ ン ベ ロ ー プ 処 理 し た 後 周 波 数 解 析 し た 結 果 前 記 特 性 周
波 数 照 合 し た 結 果 と 、 波 高 率 計 算 ま た は ク ル ト シ ス 計 算 の 結 果 と に 基 い て 、 転 が り 軸
受 の 異 常 の 原 因 を 特 定 す る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、

フ ィ ル タ 処 理 後 に 音
情 報 を ア ナ ロ グ 変 換 し て 出 力 す る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 符 号 の 説 明
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 符 号 の 説 明 】
１ … 転 が り 軸 受 の 異 常 診 断 装 置
２ … 転 が り 軸 受
３ … 外 輪
４ … 内 輪
５ … 転 動 体
１ ０ … マ イ ク ロ ホ ン （ デ ー タ 収 集 部 ）
１ ２ … 電 子 機 器
２ １ … ト ラ ン ス ジ ュ ー サ （ 変 換 部 ）
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前 記 ア ナ ロ グ 変 換 出 力 部 は 、 フ ィ ル タ 処 理 後 に 前 記 フ ィ ル タ 処 理 部 に よ っ て 再 現 さ れ た
音 情 報 を ア ナ ロ グ 変 換 し て 出 力 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 転 が り 軸 受 の 異 常
診 断 装 置 。

本 発 明 の 好 ま し い 形 態 で は 、 前 記 異 常 診 断 部 は 、 異 常 判 別 部 を 備 え る 。

と
と を

本 発 明 の 好 ま し い 形 態 で は 、 前 記 変 換 部 は 、 前 記 デ ー タ 収 集 部 が 収 集 し た 音 を
時 間 の 経 過 に 対 す る 強 度 の 変 化 を 示 す 音 情 報 に デ ジ タ ル 変 換 す る 。 前 記 異 常 診 断 部 は 、 フ
ィ ル タ 処 理 部 を 具 備 す る 。 前 記 フ ィ ル タ 処 理 部 は 、 前 記 異 常 判 別 部 が 転 が り 軸 受 の 異 常 の
原 因 を 特 定 す る 前 に 、 前 記 音 情 報 を 周 波 数 解 析 し て 、 前 記 音 情 報 を 周 波 数 の 変 化 に 対 す る
強 度 の 変 化 を 示 す 音 情 報 に 変 換 し 、 こ の 周 波 数 解 析 の 結 果 に 基 い て 比 較 的 強 度 の 強 い 周 波
数 帯 域 の 音 情 報 を 通 過 さ せ る フ ィ ル タ 処 理 を 施 し 、 こ の フ ィ ル タ 処 理 後 の 音 情 報 を 時 間 の
経 過 に 対 す る 強 度 の 変 化 を 示 す 音 情 報 に 再 現 す る 。

本 発 明 の 好 ま し い 形 態 で は 、 前 記 電 子 機 器 は 、 ア ナ ロ グ 変 換 出 力 部 を 備 え る 。
前 記 ア ナ ロ グ 変 換 出 力 部 は 、 前 記 フ ィ ル タ 処 理 部 に よ っ て 再 現 さ れ た



２ ２ … Ｈ Ｄ Ｄ （ 記 録 部 ）
２ ３ … 異 常 診 断 部
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２ ４ … ア ナ ロ グ 変 換 出 力 部
２ ５ … フ ィ ル タ 処 理 部
２ ６ … 異 常 判 別 部 。
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